






Deutsche Arbeiterpartei：NSDAP）の支配の時期で，1933 年 1 月 30 日にアドルフ・ヒトラ （ーHitler, A.）
がドイツ国首相になった時にはじまる。同年 3 月 24 日ヒトラーは，全権を掌握するいわゆる
「全権委任法」（正式には「民族および国の危難を取り除くための法律」（Gesetz zur Behebung der Not von Volk und 
Reich））を成立させ，独裁体制を確立して，ユダヤ人の排斥・虐殺，ナチス以外の政党や労働組
合はじめ反ナチス的な組織や人物の弾圧・殲滅を行った。ヒトラー自身は，1934 年 8 月には国
家元首（大統領）の地位を占め，ドイツ国総統（Der Führer）と称した。
この場合ドイツ語で Reich は，Land がそれぞれの地方をいうのに対し，ドイツ全域を指す。
Reich だけで「帝国」と訳される場合があるが，正確には正しくない。例えば「ドイツ帝国」と
表記されることが多い 1871〜1918 年は，正式国名は“Deutsches Reich”であった。その後の
いわゆるワイマール共和制時代も正式国名は“Deutsches Reich”であって，“Deutsche Republik”
ではなかった。ナチス時代も正式国名は“Deutsches Reich”であった。それをナチス党員など












































































ごとに定義や考え方が異なるものである」と述べている（zitiert in N1, S.2）。
この場合ナチス党員のなかでも，党首であったヒトラーのウェートは，党歴の古さからも，








端的には「ナチス党綱領」（全 25 条のもの）の取り扱いにみられる。この綱領は，1920 年に定めら
れた後，1926 年に「この綱領は不変である」との決定がなされ，実際にも 1945 年のドイツ敗
戦まで基本的には不変であった。
この綱領のなかには周知のように「一切の既製の企業の国営化」（第 13 条），「大企業における
利潤分配の実施」（第 14 条），「大百貨店の即時公営化」（第 16 条），「公益のための土地の無償没収，

























いて，得票数に増減はあったが，それなりの得票を得ていた。遂に 1932 年 7 月および同年 11
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月の国会議員選挙で比較的第 1 党となり，翌 1933 年 1 月 30 日にヒトラーがドイツ国首相になっ
たものである。種々な意味で有名な国会議事堂炎上事件はこの後，1933 年 2 月 10 日国会解散，






















































ドイツ全国レベルでみると，すでに 1892 年に「ドイツ湯治リゾート団体一般連合」（Allgemeiner 
Verkehrsverband und Bäder）が組織されていたところ，1902 年には「ドイツ・ツーリズム協会同盟」
（Bund Deutscher  Verkehrsverbänder und Bäder）ができ，さらに 1920 年にはドイツ国鉄（Reichsbahn）が
独自の「ドイツ旅行広報中央局」（Reichszentrale für die deutsche Verkehrswerbung：これが 1928 年に「ドイ



























ナチスによるツーリズム事業の全国的統合化の第一歩となったのは，1933 年 6 月における
「ドイツ全国ツーリズム委員会」（Reichsausschuß für Fremdenverkehr：以下では「ツーリズム全国委員会」と
いう）の設置であった。この委員会の委員は，大別すると，次の 3 者から成っていた。第 1 はヒ
トラー中央政府の代表で，例えば政府の宣伝省長官，交通省長官，財務省長官，鉄道省長官な

















LFV）があり，各市町村レベルでは，年間の宿泊ツーリスト数が当該市町村人口の 4 分の 1 を超
えるものは「ツーリズム区域」（Fremdenverkehrsgemeinde）と認定され，当該ラントツーリズム協
会に加入し，所定の会費を支払うことを義務づけられた。1936 年段階でみると，ドイツ全体で




























この試みは，1937 年 1 月 26 日の「旅行（仲介）業の業務執行に関する法律」（Gesezt über die 




































































RDV は，ナチス時代以前の 1929 年すでに，世界中で 12 の海外支店（英語名では The German 






支店は 26 か国，31 支店，その就業者数は 350 人を数えるものとなっていた。ただしこれらの
海外支店で頒布されるパンフレットやガイドブック，ポスターなどではほとんどの場合，ナチ
ズムのシンボル的マークは除外されていた（S2, pp.141, 145, 146）。
これらの支店のうちの 1 つに，アメリカ・ニューヨーク支店があった。同支店は 1934 年に，
アメリカのコンサルタント会社“Carl Byoir and Associates”と，108,000 ドルの報酬で，18 か
月間のコンサルタント契約を結んでいる（S2, p.143ff.）。さすがこれに対しては，アメリカ国内で“ヒ




されるものとなり，同支店は 1941 年 6 月 16 日まで存続した。アメリカ以外では，1942 年まで
存続した国が 17 あった（S2, p.144）。
ツーリズムを中心にした国際関係を持つこと，広げることは，ナチスドイツにとっては，メ

































は 6 日で，それ以上長く，例えば 12 日のものは，働く者のうちの約 7.5% に過ぎなかったと述
べている。ちなみに当時，KdF では，例えば外国訪問クルーズでは 2〜3 週間のツーリズムを
実施しているが，これらは「個々の企業において追加的な有給休暇が与えられていたことを示
すもの」である（B3, S.266）。
こうした状況のもとに 1933 年，ドイツ労働戦線の長であり，KdF の長であるライ（Ley, R.）は，















KdF は 1933 年 11 月 27 日に生まれたもので，もともとは当時のイタリア・ファシスト党が
擁していた余暇のための組織，“ドーポラボーロ”（Dopolavoro）（After Work）をまねて，純粋に余









KdF は，内部組織的には，発足時の場合以下の 8 つの部局から成っていた（発足後変更があった
が，休暇・旅行・ハイキング局は不変であった。以下は主として文献 K2 による）。
①休暇・旅行・ハイキング局（Amt für Urlaub, Reisen und Wandern）
②労働の美と尊厳のための局（Amt für Schönheit und der Würde der Arbeit）
③肉体的鍛練と体育のための局（Amt für Körperlich Ertüchtigung und Sport）
④知的教育・再教育局（Amt für geistige Aus- und Fortbildung）
⑤文化局（Amt für Kultur）
⑦民族・民俗（故郷）局（Amt für Volkstum und Brauchtum（bzw. Heimat））
⑧青年局（Jugendamt）
KdF では，地域組織的には，地域ごとに分局が作られた。最小単位である地区分局（Ortsgruppe）
の数は，最大時には 15,051 あった。KdF の費用は，ドイツ労働戦線から交付されるのが原則で
あった。ドイツ労働戦線では使用者身分の者も被用者身分の者も会費を支払う必要があり，そ
れは月額最低 0.5 ライヒスマルク，平均 1.5 ないし 2 ライヒスマルクであった（文献 D1 による）。
ドイツ労働戦線の財政規模はかなり大きく，ナチス党財政の数倍に達する場合もあった（D2, 3 頁）。
71ドイツ・ナチス時代のツーリズム事情について
その収入は，例えば 1933 年 281,000,000 ライヒスマルクであったが，1939 年には 538,000,000 ラ
イヒスマルクになっている。KdF への補助金支出は，1934 年 8,000,000 ライヒスマルク，1938
年 42,500,000 ライヒスマルクであった。
KdF の活動で注目されることは，会員たちの活動（余暇活動）は，少なくとも公式的名目的に
は，各人の自由意志によることが原則（Prinzip der Freiwilligkeit）とされていたことである。KdF の
実際活動でも最高指揮者であったライは，1937 年に「余暇時間の過ごし方（Freiheitgestaltung）は，
個人が自分で決める問題であることは，ドイツでは無条件に保証されたものである」と述べて
いる（zitiert in B3, S.265）。
こうしたこともあってか，KdF の担当員のなかには，ボランティアでツーリストの案内や世
話にあたる者が多く，1939 年，正規職員 7,000 人超に対し，ボランティア約 135,000 人超を数
えるものであった（B2, p.49）。その事業の中心は休暇・旅行・ハイキングで，その扱い高は，セメ
ンスによると，（金額において）KdF 全扱い高の 5 分の 4 を占めていた。しかしドイツ全体の宿泊





KdF 主催事業の主な種別と，種別ごとの参加者についての 1934〜1938 年間の集計数（ただし
「高速道路での行事」（autobahn entertainment）については 1935~1938 年間のもの）は別表の通りである。これを
みると KdF 事業は，戦争前夜（ド
イツの場合第二次世界大戦の始まりは 1939



































2,964,473 人をあげているが，セメンスの著では，KdF 主催休日旅行事業（KdF holidays：短いもの
では 1〜3 日，長いものでは 2〜3 週間のツーリズム）の参加者は，1934 年から 1938 年までの累計で約
34,000,000 人に及ぶものであったとなっている（S2, p.99）。またノスケ（Noßke, T.）の論考では，KdF











たころ，バルチック海近辺の 8 日間クルーズツーリズムは，商業的業者では最低 66 ライヒスマ
ルクであったのに対し，KdF の同じクルーズツーリズム料金は 32 ライヒスマルクであった（S2, 

































































































（the state-subsidized leisure）とはほとんど区別のないものであった」（B2, p.239）。そして東ドイツでは，
いわゆる西側諸国への旅行が強く制限されるなど，“個人の移動の自由”がないも同然であった



















世界初の全面的研究（the first fully researched study）の書である」と評している）。
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ドブック』第 3 章，16 頁
Evaluating Tourism in Nazi Germany
Shoichi Ohashi
Abstract
If tourism in the Nazi period in Germany is seen as one stage in the development of mass 
tourism, then one issue in tourism research is how to evaluate tourism in Germany at that 
time. In line with the theory of the German business-economist Erich Gutenberg, this 
paper proposes that two factors should be identified, that is, relevance to the regime and 
irrelevance to the regime. While the former is grounded in the historical circumstances of 
the Nazi period, the latter pertains to mass tourism in general.
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